
202２年４月発行 市立豊中病院 がんゲノム医療委員会 

 

がんゲノム医療：がん遺伝子パネル検査について 

 

 がんゲノム医療とは 

 主にがんの組織を用いて、多数の遺伝子を同時に調べ、遺伝子変異を明らかにすることにより、一人

一人の体質や病状に合わせた治療などを行う医療です。 

 

 がん遺伝子パネル検査とは 

 患者さんのがん組織や血液などから DNA などを取り出し、「がん関連遺伝子」に変異があるかどうか

を解析します。 

 

 がん遺伝子パネル検査の目的 

遺伝子の変異を調べる事で、がんの特徴を知ることができます。遺伝子の変異が見つかった場合、そ

の遺伝子の変異に効果が期待できる薬があれば、臨床試験や治験などで、その薬が使用できる可能性が

あります。 

検査によって常に遺伝子の変異が見つかるわけではなく、見つかったとしても治療の対象となる薬が

ない場合もあります。治療に結びつく人は全体の 10％程度と言われています。 

検査の二次的所見として、遺伝性腫瘍の疑いが分かる場合があります。その場合は、ご希望に応じて

専門の部署（遺伝性腫瘍外来／遺伝カウンセリング）にご紹介します。 

 

 がん遺伝子パネル検査の対象となる方 

 保険診療として実施する場合、①標準治療が無い、または標準治療が終了した。（終了が見込まれる場

合も含む） ②外来通院が継続できる全身状態である。 などの条件を満たす方が対象です。 

 

 がん遺伝子パネル検査の費用 

 がん遺伝子パネル検査のみの費用は約 56 万円です。それ以外に再診料などの費用が掛かります。 

保険診療として実施する場合、検査費用は３割負担で約 17 万円となります。また、高額療養費制度（高

額医療費支給制度）が利用できます。 

国立がん研究センター がん情報サービス HP より引用 
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市立豊中病院でがん遺伝子パネル検査をうけていただく場合の流れ 

 

1 回目の外来 病歴の確認と検査の説明を行ないます。ご家族の方などと一緒に受診してください。 

  ＜診療科医師の診察＞ 

   ・病歴および治療歴、検査適応について確認します。 

  ＜コーディネーターの説明＞ 

   ・がん遺伝子パネル検査の概要について説明します。・家族歴を確認します。 

〇持参いただくもの 

  □診療情報提供書      □検査実施患者情報用紙（当院様式） 

  □病理組織検体（ブロック） □病理標本   □病理診断報告書 

  □家族歴に関する問診票（当院様式、事前に記載してきてください） 

 

検査実施適応の判断 

  ・当院の病理診断科で検体を確認し、検査実施の可否を判断します。 

  ・当院のキャンサーボードで、検査実施の適応について判断します。 

 

2 回目の外来 がんゲノム医療担当医師の外来 

  ・がん遺伝子パネル検査について再度ご説明し、ご本人、ご家族の方の意向を確認します。 

・同意書の確認をして、検査実施の準備をすすめます。 

  ・検査の種類によっては、採血を実施する場合があります。 

  ・検査代金４４万円（3 割負担：13 万 2 千円）をお支払いいただきます。 

  

検体の提出：検査の為に検体を検査機関に提出します。 

 

エキスパートパネルの実施 

  検査結果に基づき、複数の専門家で治療方針を検討します。 

（大阪大学で実施され、当院の担当医も出席します。） 

 

3 回目の外来：結果説明 主治医の外来もしくはがんゲノム医療担当医師の外来 

  ・エキスパートパネルの結果に基づき説明します。 

  ・結果は紹介元にも報告します。主治医と今後の治療方針などについてご相談ください。 

  ・検査結果情報提供料１２万円（3 割負担：3 万 6 千円）をお支払いいただきます。 

                                       

がん遺伝子パネル検査にさらに知りたい方は、下記を参照下さい。 

① C-CAT：がんゲノム医療とがん遺伝子パネル検査  

http://for-patients.c-cat.ncc.go.jp 

② C-CAT がんゲノム医療と遺伝子パネル検査 動画コンテンツ 

https://for-patients.c-cat.ncc.go.jp/library/movie/ 

③ がん情報サービス：がんゲノム医療とがん遺伝子検査  

http://ganjoho.jp/public/dia_tre/treatment/genomic_medicine/index.html 

 

 当院のがん相談支援センターでも、情報提供や相談対応を致します。 

 １階 正面玄関を入ってすぐ左の通路を入っていただいた奥にあります。 

 

約 2 ヶ月 
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